
号197
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令和３年
第１回定例会（２月）

議会ホームページ

P４ こんなことが決まりました

P６〜７ 予算特別委員会Ｑ＆Ａ

P11〜15 そこが聞きたい（一般質問）



議
案
審
議

上峰町地域公共交通活性化協議会
補助金 3,998万８千円3,998万８千円

　令和３年１月１８日に臨時会を開催しました。
　令和３年第１回定例会を、２月３日から２月１9日までの１7日間の会期で
開催しました。予算は特別委員会を構成し、審議を行ない、今回は選挙の
ため骨格予算でした。

ホール音響設備改修工事 1,000万円1,000万円

町民センターのミキサー

小学校正門等改修工事 1,500万円1,500万円
児童の安心・安全のため正門等の整備をする事業

行政事務支援業務委託料
１億2,724万円１億2,724万円働き方改革における格差是正の為、町が行う

行政事務の一部を包括的に外部に委託する事業
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議
案
審
議

令和３年度 一般会計予算

106億5,698万9千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

町道補修等工事 3,136万７千円3,136万７千円

町広報資料作成業務委託料 968万円968万円

ふるさと納税ポータルサイト利用料

ふるさと納税業務委託料
3億1,536万７千円3億1,536万７千円

２億433万５千円２億433万５千円

町道新設改良工事 3,100万円3,100万円

町道用地費 1,020万円1,020万円

用地買収に伴う補償費 2,710万円2,710万円
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議
案
審
議

　令和３年第１回臨時会を１月18日に開催し、財産の出資についての議案を原案どおり可決しまし
た。また、令和３年第１回定例会を２月３日から２月19日までの1７日間の会期で開催し、上程され
た11議案を原案どおり可決しました。

こんな
ことが

決まりました
　　　　２月　第１回定例会で
令和３年１月　第１回臨時会

第１回臨時会　１議案　可決
第１回定例会　11議案　可決

令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
主
な

も
の

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金�

１
５
０
万
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
作
成
委
託
料

�

２
０
１
万
７
千
円

上
峰
町
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
撤
廃
と
人
権
擁

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
28
年
12
月
に
部
落
差
別
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も

に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関

す
る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
治
体
に
は
相
談
体
勢
の
充
実
、
教
育
及
び
啓

発
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
既

存
の
条
例
に
織
り
込
む
改
正
と
な
り
ま
す
。

佐
賀
県
市
町
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
規
約
中
の
建
物
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在

地
に
つ
い
て
の
改
正
と
な
り
ま
す
。

財
産
の
出
資
に
つ
い

て
　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
設
立
す
る
合
同
会
社
（
仮
称�

合
同
会
社
つ
ば

き
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
財
産
的
基

礎
と
す
る
た
め
、

地　
積　
６
３
，７
１
６
・
６1
㎡

評
価
額　
４
億
９
，３
７
９
万
２
，８
８
８
円

の
財
産
を
出
資
す
る
も
の
で
す
。

全
員

賛
成

賛
成

多
数

全
員

賛
成

全
員

賛
成
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予

算

歳入
141億

7,838万4千円

歳出
141億

7,838万4千円

町税
13億2,190万3千円
9.3%

地方交付税
9億5,875万2千円
6.8%

国庫支出金
18億7,074万9千円
13.2%

県支出金
3億2,739万円
2.3%

繰入金
41億426万1千円
28.9%

町債
2億2,441万円
1.6%

寄附金
47億11万4千円
33.1%

その他
6億7,080万5千円
4.8%

総務費
94億3,968万3千円
66.6%

民生費
14億3,180万7千円
10.1%

農林水産業費
3億7,942万1千円
2.7%

土木費
5億4,886万7千円
3.9%

教育費
6億8,171万円
4.8%

公債費
3億7,126万9千円
2.6%
その他
5億5,580万9千円
3.9%

消防費
1億7,012万9千円
1.2%

衛生費
5億9,968万9千円
4.2%

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税寄附金� ７億円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 4億７,909万2千円

◎減収補てん債（特例分）� 2,530万円

◎地方消費税交付金� 2,100万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎�ふるさと納税費
　・積立金� ７億645万5千円
　・ふるさと納税謝礼� 3億2,000万円
　・ふるさと納税ポータルサイト利用料
� 1億39万4千円
　・ふるさと納税業務委託料� 4,128万4千円

一 般 会 計

本会期までの累計

�令和２年度　　正予算補

10億8，215万9千円増額して、総額141億7，838万4千円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
2,82７万9千円を増額し、10億9,034万2千円となる。

後期高齢者医療特別会計
630万6千円を増額し、1億1,650万9千円となる。

農業集落排水特別会計
162万3千円を増額し、6億8,289万2千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

5



議
案
審
議

【
総
務
課
】

Q　

�

職
員
定
数
の
改
善
に
つ
い
て
、
定
数
増
を
検
討

す
る
こ
と
。

　
　
　

�

令
和
３
年
度
中
に
職
員
定
数
条
例
を
改
正
し
、

定
数
増
と
し
た
い
。

Q　

�

防
犯
灯
新
設
に
つ
い
て
、
安
心
し
て
外
出
で
き

る
よ
う
増
設
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

地
区
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、増
設
に
努
め
た
い
。

ＡＡ

　
　
　

�

町
税
滞
納
に
つ
い
て
、
延
滞
金
の
周
知
徹
底
を

行
う
こ
と
。

　
　
　

�

催
促
状
に
延
滞
金
の
具
体
的
な
表
示
を
し
て
い

る
の
で
、
広
報
紙
に
町
税
の
延
滞
金
に
つ
い
て

の
掲
載
を
行
い
ま
す
。

ＱＡ

【
住
民
課
】

　
　
　

�

三
養
基
西
部
葬
祭
組
合
運
営
費
負
担
金
に
つ
い

て
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

　
　
　

�
監
視
カ
メ
ラ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
、
経
費
節
減
に

努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

経
費
節
減
に
努
め
る
。

【
税
務
課
】

　
　
　

�

軽
自
動
車
税
滞
納
に
つ
い
て
、
厳
し
い
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

滞
納
と
な
っ
た
ら
財
産
調
査
後
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
検
討
や
財
産
の
差
押
え
を
実
施
し
ま

す
。

ＱＡＱＡＱＡ

　
算
特
別
委
員
会��　
査
報
告

令
和
３
年
度

予

審

　
令
和
３
年
２
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
７
号
、
令
和
３
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
２
月
４
日
、
５
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重
に
審
議

い
た
し
ま
し
た
。

　

質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
な
っ
た
結

果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
及
び
要
望
は

次
の
と
お
り
で
す
。

予算特別委員会の様子
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議
案
審
議

【
産
業
課
】

　
　
　

�
ふ
れ
愛
菜
園
に
つ
い
て
、
新
た
な
再
開
に
努
め

る
こ
と
。

　
　
　

�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
状
況
把
握

を
行
い
、
新
た
な
ふ
れ
愛
菜
園
に
つ
い
て
計
画

し
て
い
き
ま
す
。

【
建
設
課
】

　
　
　

�

住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
、
滞
納
額
縮
減

に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

戸
別
訪
問
の
強
化
や
支
払
督
促
の
活
用
な
ど
、

滞
納
額
縮
減
に
向
け
た
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

�

切
通
川
及
び
井
柳
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
、
早

急
な
改
修
に
向
け
た
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

県
及
び
関
係
機
関
へ
早
急
な
改
修
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
要
望
活
動
な
ど
の
取
組
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
課
】

　
　
　

�

町
民
セ
ン
タ
ー
照
明
灯
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
取
替
え
を
行
い
経
費
節
減
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
取
替
え
に
努
め
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

　
　
　

�

特
定
建
築
物
衛
生
管
理
及
び
清
掃
委
託
に
つ
い

て
、
充
分
な
気
配
り
を
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
努
め
ま

す
。

　
　
　

�

中
央
公
園
の
外
周
フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
、
現
地

確
認
を
行
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　
　
　

�

外
周
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
を
行
い
、
注
意
喚
起
の

掲
示
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
　
　

�

中
央
公
園
の
使
用
に
つ
い
て
、
使
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
化
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�
使
用
ル
ー
ル
化
を
検
討
し
ま
す
。

【
教
育
課
】

　
　
　

�

小
学
校
正
門
等
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
危
険
箇

所
で
も
あ
り
早
急
な
改
修
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

着
実
に
、
小
学
校
正
門
等
改
修
を
行
う
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

【
文
化
課
】

　
　
　

�

鎮
西
山
山
頂
の
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
県
へ

の
働
き
か
け
を
行
い
補
助
金
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
。

　
　
　

�

佐
賀
県
文
化
財
保
護
室
に
県
費
や
他
の
活
用
で

き
る
補
助
金
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

ＱＡ

予算特別委員会の様子
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議
案
審
議議

案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９10
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

田
中
静
雄

原
田　

希

吉
富　

隆

大
川
隆
城

寺
﨑
太
彦

中
山
五
雄

第１回臨時会

１ 財産の出資について 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第１回定例会

２ 上峰町あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

３ 令和２年度上峰町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

４ 令和２年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

５ 令和２年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

６ 令和２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

７ 令和３年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

８ 令和３年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

９ 令和３年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

10 令和３年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

11 令和３年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

12 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

― 予算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和３年　第１回臨時会・第１回定例会　議案
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名 説　　　　　　　　　　明

第１回臨時会
１ 財産の出資について 中心市街地活性化事業を実施する合同会社を設立するための土地の出資

第１回定例会

２ 上峰町あらゆる差別の撤廃と人権擁護に関する
条例の一部を改正する条例

差別解消に関する相談体制の充実、教育及び啓発について既存の条
例に織り込む

３ 令和２年度上峰町一般会計補正予算（第８号） ふるさと納税寄附金の増額に伴う返礼品など

４ 令和２年度上峰町国民健康保険特別会計補正予
算（第４号）

療養給付費の実績見込みによる一般被保険者療養給付費の増額補正
など

５ 令和２年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号） ７5歳年齢到達等による取得や転入等による増額補正など

６ 令和２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予
算（第３号） 一般住宅、共同住宅、事務所などの新規加入による増額補正など

７ 令和３年度上峰町一般会計予算 町長選挙の関係上、政策的なものや新規事業は盛り込まず、引き続
き必要な事業を中心に編成

８ 令和３年度上峰町国民健康保険特別会計予算 歳入歳出それぞれ９億2,42７万７千円を計上

９ 令和３年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出それぞれ１億1,７60万７千円を計上

10 令和３年度上峰町土地取得特別会計予算 歳入歳出それぞれ１万４千円を計上

11 令和３年度上峰町農業集落排水特別会計予算 歳入歳出それぞれ６億149万７千円を計上

12 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 規約中の建物の名称及び事務所の所在地について改正

― 予算特別委員会審査報告 委員会に付託された議案第７号について審議した結果の報告

〈議案の説明〉

　
　
　
　
大
川　
徹
也　
議
員

　
私
は
、
先
般
の
12
月
定
例
会

に
お
い
て
こ
の
事
業
を
進
め
る

に
は
、
こ
の
た
び
組
成
さ
れ
る

合
同
会
社
の
借
入
金
の
保
証
人

等
の
問
題
や
人
口
問
題
、
周
囲

の
商
業
環
境
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
経
済
状
況
を
鑑
み
、
経
済
的

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
審
議
不
十

分
と
し
て
反
対
を
し
て
き
た
。

ま
た
、こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

水
害
対
策
等
の
環
境
面
で
の
住

民
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
何
ら
審

議
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
執
行
部

の
こ
の
事
業
の
進
め
方
は
町

民
、
議
会
に
対
し
て
大
変
不
誠

実
で
、
大
き
な
不
安
も
残
し
た

ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政

治
手
法
で
進
め
る
限
り
、
私
は

こ
の
案
に
反
対
す
る
。

反
対

　
　
　
　
吉
田　
　
豊　
議
員

　
12
月
定
例
議
会
で
も
申
し
上

げ
た
よ
う
に
、
も
う
既
に
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
が
動
き
出

し
た
よ
う
な
状
態
で
、今
日
で
、

ハ
シ
ゴ
を
外
す
よ
う
な
反
対
は

で
き
な
い
。
し
か
も
、
町
民
総

意
で
こ
の
中
心
市
街
地
開
発
を

待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
な

議
案
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
ぜ

ひ
と
も
賛
成
し
て
事
業
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
で
、
賛
成
す

る
。 賛

成

　
令
和
３
年　
第
１
回
臨
時
会

　
議
案
第
１
号　
財
産
の
出
資
に
つ
い
て

討論
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議
案
審
議

議
長
挨
拶

議
長　
中
山　
五
雄

　

朝
、
夕
は
ま
だ
花
冷

え
の
す
る
毎
日
で
す
が

皆
様
方
は
増
々
御
健
勝

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
察
し
い
た
し
ま
す
。

今
、
日
本
国
内
や
世
界

各
国
で
猛
威
を
振
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
今
だ
に
衰
え
を
見
せ

ず
に
、
人
々
を
恐
怖
に

お
び
え
さ
せ
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
規
制
線
が
引
か
れ
町

内
外
で
の
行
事
や
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
り
窮
屈
な
思
い
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
上
峰
町
も
県

下
で
い
ち
は
や
く
高
齢

者
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
券
が
発
送

さ
れ
ま
し
た
。
一
日
も

早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
終
息
し
て
元
通
り
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
と
願

い
ま
す
。

　
私
達
議
員
の
職
責
は
町

民
の
声
を
吸
い
上
げ
行
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
色
々

な
意
見
を
出
し
合
い
議
論

を
重
ね
「
二
元
代
表
制
」

の
も
と
、
行
政
に
対
し
て

の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て

働
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
も
議
長
役
を
務
め

て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
迄
ど
ち
ら
に
も
偏
ら

ず
、
是
々
非
々
で
や
っ
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

信
念
を
持
ち
議
長
職
を
務

め
て
明
る
く
住
み
良
い
町

造
り
を
目
指
し
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

議長交際費の支出状況（令和２年度下半期）　

区分 支出金額 支出内容

会費 30,000円 県政功労者慰労会

献花 16,500円 元町議会議員の葬儀

〃 33,000円 現職議員の妹葬儀

区分 支出金額 支出内容

献花 1７,050円 元町議会議員の葬儀

〃 1７,050円 現職県議会議長の葬儀

合計 113,600円

全国町村議会議長会特別表彰
　中山五雄議長が、町議会議員として議
会の運営及び地域の振興発展に特に顕著
な功績があったとして、全国町村議会議
長会特別表彰を受彰されました。
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
現
在
の
進
捗

は
。答

創
生
室
長　
現
在
、

設
立
登
記
の
た
め
の

定
款
等
を
含
め
法
務
局

と
調
整
を
し
て
い
る
。

各
民
間
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
に
お
い
て
も
、
資

本
金
出
資
の
た
め
の
稟

議
準
備
等
の
出
資
に
必

要
な
決
議
を
取
る
等
の

動
き
と
な
っ
て
い
る
。

問
ま
だ
合
同
会
社
の
設

立
に
至
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
が
、
コ

ロ
ナ
対
応
等
が
主
な
原

因
な
の
か
。

答
創
生
室
長　
コ
ロ
ナ

も
大
き
な
フ
ァ
ク

タ
ー
の
一
つ
だ
が
、
そ

れ
に
加
え
民
間
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
中
小

の
事
業
者
か
ら
大
手
の

事
業
者
ま
で
い
る
た
め
、

当
該
取
締
役
会
や
、
経

営
委
員
会
の
開
催
タ
イ

ミ
ン
グ
が
ず
れ
た
り
す

る
こ
と
も
一
つ
だ
と

思
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
複
合
的
な
要
因
と
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
町
は
土
地
を
取
得
し

準
備
で
き
て
い
る

が
、
建
物
に
つ
い
て
は

受
入
れ
の
条
件
が
滅
失

登
記
と
な
っ
て
い
た
。

建
物
の
取
扱
い
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
建
物
に

関
し
て
は
解
体
を
予

定
し
て
い
る
が
、
町
の

財
産
と
し
て
保
有
し
た

ま
ま
解
体
と
い
う
形
に

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
後
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
考
え

の
一
つ
と
し
て
合
同
会

社
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
化
が
考
え
ら
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
よ
り
、
イ
ン

パ
ク
ト
投
資
等
を
活
用

す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
財
源
を
工
夫
す

る
や
り
方
も
一
つ
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
別
の
考

え
方
と
し
て
、
町
で
幾

ら
か
負
担
も
考
え
ら
れ

る
し
、
拠
出
・
貸
付
け

と
い
う
方
法
も
考
え
ら

れ
る
。
ど
の
手
法
を
取

る
に
し
て
も
、
合
同
会

社
の
中
で
検
討
す
べ
き

内
容
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

問
町
で
保
有
し
た
ま
ま

解
体
な
ら
ば
、
町
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
体
で

き
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
ど
の
手

法
に
し
て
も
可
能
性

の
話
で
あ
っ
て
、具
体
的

に
方
針
が
あ
る
訳
で
は

な
い
。そ
う
い
っ
た
前
提

で
町
で
す
る
の
で
あ
れ

ば
町
で
当
然
予
算
を
つ

け
る
状
況
に
な
る
と
思

う
し
、合
同
会
社
で
資
金

調
達
し
て
や
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
そ
ち
ら

の
資
金
で
や
っ
て
い
く

形
に
な
る
の
で
ま
ず
は
、

合
同
会
社
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
遂
行
で
き

る
か
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
の
が
筋
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。そ
ち
ら
で

成
り
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、

そ
う
い
う
手
法
も
可
能

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
合
同
会
社
が
で
き
な

い
こ
と
に
は
細
か
な

や
り
取
り
が
で
き
な
い

の
は
こ
こ
で
再
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ぜ

ひ
速
や
か
に
設
立
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
町
長　
合
同
会
社
設

立
を
年
内
と
申
し
上

げ
て
い
た
の
が
も
う
す

ぐ
３
月
を
迎
え
る
状
況

に
憂
慮
し
て
い
る
。ど
の

点
が
問
題
点
な
の
か

し
っ
か
り
確
認
し
な
が

ら
、速
や
か
に
合
同
会
社

設
立
に
向
け
て
進
捗
さ

せ
て
い
く
。

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

速
や
か
に
進
捗
さ
せ
て
い
く

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

旧イオンにあるつばき絵馬

原田　希 議員
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一
般
質
問

問
合
同
会
社
設
立
に
つ

い
て
は
。

答
創
生
室
長　
民
間
事

業
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
資
金
、
資
本
金
の
出

資
が
合
わ
さ
っ
て
初
め

て
設
立
に
な
る
。
民
間

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
が
参

画
さ
れ
る
業
者
は
十
数

社
あ
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
と
細
か

な
調
整
等
を
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

問
出
資
金
の
出
資
内
容

に
つ
い
て
は
。

答
創
生
室
長　
上
峰
町

か
ら
は
、
土
地
の
現

物
出
資
と
い
う
形
で
所

答
創
生
室
長　
基
本
出

資
部
分
と
い
う
形
で

は
、
３
，０
０
０
万
円
を

出
資
す
る
。
ま
た
、
今

後
リ
ス
ク
負
担
分
と
い

う
も
の
の
出
資
が
後
に

必
要
に
な
る
が
、
民
間

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
に
お

け
る
リ
ス
ク
負
担
算
定

に
つ
い
て
は
、
今
の
段

階
で
は
、
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
。
後
に
こ
の

辺
が
は
っ
き
り
し
た
段

階
で
、
追
加
出
資
扱
い

と
い
う
形
に
な
る
。

ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
は
。

答
創
生
室
長　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
は
、
企
業
が
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

資
金
調
達
を
行
う
際
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
か
ら
生

じ
る
キ
ャ
ツ
シ
ュ
フ
ロ
ー

事
業
か
ら
発
生
す
る
収
益

や
事
業
の
持
つ
資
産
を
元

に
資
金
を
調
達
す
る
方
法

で
あ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
企
業
の
信
用
力
や
担

保
の
価
値
に
依
す
る
資
金

調
達
方
法
で
あ
る
。

問
合
同
会
社
が
設
立
さ

れ
た
後
、
会
社
の
利

益
が
出
る
か
、
出
な
い

か
担
保
の
価
値
が
あ
る

か
、
調
査
を
す
る
会
社

と
認
識
し
て
い
い
か
。

答
創
生
室
長　
会
社
で

は
な
く
、
資
金
を
調

達
す
る
方
法
論
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
は
そ
の
事
業
自
体
、

そ
の
事
業
そ
の
も
の
に

対
し
て
貸
し
出
す
る
と

い
う
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

あ
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式

採
用
に
つ
い
て
は
。

答
町
長　
し
っ
か
り
と

財
政
運
営
を
し
、
規

律
を
作
り
な
が
ら
民
間

資
金
を
活
用
し
あ
る
い

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
体
制
に
つ
い
て
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
事
業
は
、
国
の

指
示
の
下
、
都
道
府
県

は
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

を
活
用
し
て
町
の
持
ち

出
し
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
て
い
く
。

要望
行
政
及
び
合
同
会
社

と
連
携
を
密
に
し

て
、
慎
重
に
前
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

の
協
力
に
よ
り
、
市
町

村
に
お
い
て
予
防
接
種

を
実
施
す
る
と
な
っ
て

い
る
。

要望
初
め
て
の
事
業
な
の

で
、
事
故
の
無
い
よ

う
お
願
い
す
る
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
及
び
コ
ー

有
権
移
転
を
行
な
う
。

ま
た
、各
民
間
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
に
お
い
て
は
、

資
本
金
出
資
の
た
め
の

稟
議
準
備
等
出
資
に
必

要
な
社
内
決
議
を
取
る

動
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

合
同
会
社
の
出
資
を
行

な
う
こ
と
で
、
両
者
か

ら
行
な
っ
て
財
産
的
基

礎
と
す
る
。

問
町
は
、
約
５
億
円
程

度
の
土
地
を
出
資
す

る
が
民
間
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
は
。

旧イオン

吉富　隆 議員

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式
で
慎
重
に
進
め
る

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
体
制
に
つ
い
て

町
で
予
防
接
種
を
実
施
す
る

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 12



一
般
質
問

問
多
く
の
住
民
が
一
番

の
感
心
事
と
い
え
ば
、

日
常
の
買
物
が
で
き
る

商
業
施
設
だ
と
思
う
が

建
設
計
画
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
水

準
一
覧
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
合
同
会
社
内
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
の
検

討
が
さ
れ
、
計
画
も
そ

の
段
階
で
具
体
化
さ
れ

る
と
思
う
。

問
公
共
施
設
の
建
設
で

体
育
館
、
武
道
館
な

ど
10
項
目
ほ
ど
あ
る
が
、

計
画
通
り
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
水

準
一
覧
は
、
町
と
し

て
整
備
を
望
ん
で
い
る

も
の
に
な
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
合
同

会
社
内
で
協
議
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
開

発
の
主
体
が
合
同
会
社

に
な
る
の
で
、
町
の
考

え
の
み
で
公
の
場
で
披

瀝
す
る
と
い
う
は
、
合

同
会
社
の
自
主
性
を
阻

や
す
こ
と
が
目
標
だ
と

思
う
が
、
ど
れ
程
の
滞

在
人
口
増
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

答
町
長　
様
々
な
施
設

が
建
設
さ
れ
る
か
ど

う
か
に
よ
っ
て
目
標
滞

在
人
口
も
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
。
こ
れ
か

ら
合
同
会
社
に
よ
っ
て

し
っ
か
り
と
設
計
が
な

さ
れ
る
。

は
そ
う
い
っ
た
調
整
を

し
て
い
く
。

問
イ
オ
ン
跡
地
を
受
け

る
条
件
と
し
て
、
寄

附
対
象
の
建
物
は
滅
失

登
記
を
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
建

物
の
解
体
を
先
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
一
旦
は

合
同
会
社
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
と
し
て
成
り
立
つ
か

ど
う
か
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
議
論
を
経
た

上
で
、
町
が
調
整
し
て

い
く
の
か
、
そ
れ
と
も

町
が
解
体
す
る
の
か
両

論
併
記
で
今
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
筋
と
し
て
は
、

合
同
会
社
内
で
そ
れ
が

可
能
か
ど
う
か
、
資
金

調
達
の
上
に
お
い
て
で

き
る
か
ど
う
か
議
論
し

て
い
く
の
が
先
だ
と
考

え
る
。

問
建
物
の
解
体
に
は
相

当
な
お
金
が
か
か
る

と
思
う
が
、
解
体
費
用

の
予
測
は
立
っ
て
い
る

の
か
。

答
創
生
室
長　
地
中
に

埋
設
し
て
い
る
杭
を

ど
う
取
り
扱
う
か
に
よ
っ

て
額
は
大
分
変
わ
っ
て

く
る
と
考
え
る
。
要
は

全
体
配
置
図
な
ど
、
レ

イ
ア
ウ
ト
が
で
き
た
際

に
、
現
状
の
建
物
に
ど

の
程
度
建
築
物
が
か
か

る
の
か
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

現
状
で
今
、
幾
ら
と
い

う
話
は
若
干
エ
ビ
デ
ン

ス
に
欠
く
内
容
と
思
う
。

害
す
る
と
い
う
恐
れ
も

あ
る
旨
、
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

問
公
共
施
設
も
現
在
の

と
こ
ろ
イ
メ
ー
ジ
で

は
多
く
の
資
金
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
の
く
ら

い
の
金
が
必
要
だ
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
ま
だ
設

計
が
な
い
。
設
計
が

な
い
以
上
は
申
し
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
中
心
市
街
地
を
造

り
、
滞
在
人
口
を
増

問
町
民
か
ら
中
心
市
街

地
が
、
ど
の
よ
う
な

形
に
な
る
の
か
イ
メ
ー

ジ
が
湧
い
て
こ
な
い
と

良
く
聞
く
が
、
合
同
会

社
設
立
後
、
オ
ー
プ
ン

ま
で
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て

は
、
合
同
会
社
内
で
の

協
議
を
踏
ま
え
、
資
金

調
達
計
画
、
具
体
的
整

備
内
容
の
調
整
、
設
計

発
注
な
ど
時
系
列
的
な

段
取
り
を
構
築
し
て
い

く
予
定
で
、
現
段
階
で

旧イオン

ほ
か
に

○�

外
記
の
た
め
池
下
流
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

田中　静雄 議員

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

合
同
会
社
で
決
め
て
発
信

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称13



一
般
質
問

十
分
な
配
慮
を
行
な
い
事
業
着
手
す
る

大
規
模
開
発
に
よ
る
住
民
へ
の

悪
影
響
は

問
こ
の
開
発
で
騒
音
や

治
安
の
悪
化
、
大
雨

被
害
が
広
が
る
心
配
が

あ
る
が
。

答
創
生
室
長　
当
町
も

経
営
側
の
一
員
と
し

て
意
見
を
述
べ
る
等
計

画
に
参
画
し
て
い
く
。

問
関
係
す
る
地
区
住
民

へ
の
説
明
会
は
行
な

う
の
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
地

域
周
辺
住
民
の
理
解

を
得
た
上
で
進
め
て
い

く
の
が
前
提
で
あ
る
。

保
、
無
保
証
人
で
お
金
を

貸
す
と
い
う
こ
と
か
。

答
創
生
室
長　
原
則
は

そ
う
い
う
考
え
方
で

よ
い
。

問
現
実
、
お
金
を
貸
す

側
は
慎
重
に
な
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
で
十

分
に
お
金
が
借
り
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
よ
っ
て
上
峰
町
の

信
用
、
つ
ま
り
上
峰
町

が
保
証
人
等
に
な
っ
て

お
金
を
借
り
る
形
に
な

る
の
か
。

答
創
生
室
長　
そ
こ
に

至
る
ま
で
幾
つ
か
の

策
は
持
ち
合
わ
せ
て
お

く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
最
終
的
に
万

策
尽
き
る
と
き
に
は
そ

れ
も
あ
り
得
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
こ
の
開
発
で
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
毎
に
そ
れ

を
担
当
す
る
企
業
が
借

り
る
の
で
は
な
く
、
運

営
主
体
で
あ
る
合
同
会

社
が
借
金
す
る
と
の
こ

と
だ
が
。

答
創
生
室
長　
一
般
論

だ
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
事

業
の
収
益
性
に
対
し
て

金
融
機
関
等
が
貸
す
か

貸
さ
な
い
か
を
決
め
る
。

万
一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
失
敗
に
終
わ
っ
た
と

き
は
当
該
会
社
が
清
算

さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
出
資
し
て
い
る

親
会
社
（
合
同
会
社
）

に
は
返
済
義
務
が
遡
及

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
で
金
融
機

関
が
査
定
を
し
て
、
こ
の

事
業
な
ら
行
け
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
な
ら
ば
無
担

問
公
職
選
挙
法
の
事
前

運
動
の
禁
止
項
目
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長　
公
職
選
挙
法

第
1４３
条
、
第
201
条
に

そ
れ
ぞ
れ
ポ
ス
タ
ー
の

記
載
が
あ
る
が
、
こ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
は
第
201
条
に
記
載

の
あ
る
ポ
ス
タ
ー
で
あ

る
。
政
党
、
そ
の
他
政

治
団
体
に
よ
る
演
説
会

ポ
ス
タ
ー
。
も
う
一
つ

整
理
し
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
が
、
こ

の
政
党
、
そ
の
他
政
治

団
体
に
つ
い
て
の
お
尋

ね
は
、
こ
こ
に
い
る
行

政
職
員
、
誰
も
答
弁
者

は
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
私
が
今
回
、

演
説
会
を
企
図
し
て
い

る
政
治
団
体
の
弁
士
と

し
て
招
か
れ
て
い
る
政

治
団
体
の
ポ
ス
タ
ー
で

あ
り
、
選
挙
運
動
の
ポ

ス
タ
ー
で
は
な
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ポ
ス
タ
ー
は

町
内
、
見
な
い
所
が
な

い
と
い
う
く
ら
い
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
弁
士
と
し
て
町
長
の

名
前
と
そ
し
て
伴
侶
の

名
前
と
顔
写
真
付
き
で

載
っ
て
い
る
。
私
は
４

年
前
に
も
似
た
よ
う
な

も
の
を
見
た
。
そ
の
時

も
町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
る
。
そ
し
て
、

選
挙
告
示
日
に
は
ポ
ス

タ
ー
が
ど
っ
と
剥
が
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は

な
ぜ
か
。

答
町
長　
こ
れ
は
政
治

団
体
の
活
動
に
伴
う

も
の
な
の
で
、
私
が
答

弁
す
る
の
は
適
当
で
は

な
い
。

所感
町
長
、
今
回
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
数
は
本
当

に
異
常
だ
。

大川　徹也 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

出
資
し
た
範
囲
で
有
限
責
任

合
同
会
社
と
町
の
責
任
の

範
囲
は

政
治
団
体
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る

町
長
選
前
の
ポ
ス
タ
ー
は

違
法
で
は

旧イオン
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一
般
質
問

問
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
の
設
立
登
記
の
た

め
法
務
局
と
調
整
し
て

い
る
。
今
後
は
合
同
会

社
の
社
員
総
会
お
よ
び

設
立
総
会
の
開
催
、
会

社
内
で
の
資
金
調
達
計

画
や
整
備
内
容
の
調
整

な
ど
を
構
築
し
て
い
く
。

問
出
資
に
関
し
て
町
は

評
価
額
約
４
億
９
，

０
０
０
万
円
の
土
地
を

出
資
し
、
民
間
事
業
者

は
約
３
，０
０
０
万
円
の

出
資
を
す
る
。
町
の
出

答
創
生
室
長　
そ
こ
は

あ
く
ま
で
話
し
合
い

に
な
る
。
ま
た
、
事
業

年
度
が
終
了
し
た
ら
土

地
を
含
め
町
の
も
の
に

な
る
。

問
町
の
も
の
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
負

の
遺
産
に
も
な
り
か
ね

問
平
成
３0
年
７
月
の
西

日
本
豪
雨
で
起
こ
っ

た
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
部

の
法
面
崩
壊
は
、
土
砂

や
石
が
民
地
ま
で
及
ぶ

状
況
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
現
在
ま
で
本

格
的
な
復
旧
は
あ
っ
て

お
ら
ず
、
今
な
お
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況

が
続
い
て
い
る
。
本
復

旧
工
事
の
予
定
は
。

答
建
設
副
課
長　
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
の
令
和
３
年
度

が
あ
る
災
害
箇
所
で
あ

り
人
命
を
守
る
た
め
に

行
な
う
工
事
で
は
な
い

か
。
早
急
に
す
べ
き
工

事
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

問
空
き
家
調
査
か
ら
２

年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
調
査
時
点
で
倒
壊

の
危
険
性
が
高
か
っ
た

空
き
家
の
所
有
者
に
対

し
ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
る
の
か
。

答
住
民
課
長　
適
正
な

管
理
や
利
活
用
を
啓

発
す
る
通
知
分
の
送
付

や
管
理
に
つ
い
て
所
有

者
と
や
り
取
り
を
し
た
。

問
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
空
き
家
に
対
し
、

も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

実
態
調
査
を
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

資
比
率
は
18
分
の
17
と

な
る
が
利
益
配
当
は

50
％
で
あ
る
。
逆
に
民

間
事
業
者
は
３
，０
０
０

万
円
し
か
出
さ
な
い
の

に
配
当
は
50
％
で
あ
る
。

普
通
の
会
社
で
は
あ
り

得
な
い
の
で
そ
の
点
を

問
う
。

答
創
生
室
長　
今
後
、

双
方
の
話
し
合
い
で

利
益
配
当
を
変
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

問
民
間
事
業
者
が
自
分

の
不
利
益
に
な
る
よ

う
な
こ
と
を
了
承
す
る

と
い
う
の
は
実
現
性
が

な
い
と
思
う
が
。

な
い
。
利
益
配
当
の
件

は
会
社
設
立
時
に
協
議

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
創
生
室
長　
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

要望
町
民
が
一
番
に
求
め

て
い
る
商
業
施
設
を

優
先
し
て
実
施
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

採
択
に
向
け
て
本
要
望

を
行
な
っ
て
い
る
。

問
令
和
３
年
度
の
当
初

予
算
で
計
上
し
て
い

る
か
。

答
建
設
副
課
長　
当
初

予
算
で
は
計
上
し
て

い
な
い
が
、
国
の
配
分

額
が
出
た
ら
予
算
措
置

を
行
な
う
。

問
当
初
予
算
で
国
の
交

付
金
３
，４
０
０
万

円
が
道
路
新
設
改
良
費

に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

優
先
す
べ
き
は
緊
急
性

答
町
長　
早
く
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

要望
住
民
の
安
心
、安
全
、

不
安
の
払
拭
を
念
頭

に
置
い
て
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

答
住
民
課
長　
今
後
は

状
況
に
応
じ
て
強
い

態
度
で
啓
発
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
。

問
空
き
家
対
策
を
促
進

す
る
た
め
に
国
、
県

の
補
助
金
の
活
用
や
固

定
資
産
税
の
減
額
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
案
件
に
対
す
る
現

在
の
状
況
は
。

答
住
民
課
長　
空
き
家

の
除
去
事
業
費
補
助

金
の
交
付
に
つ
い
て
要

綱
の
調
整
を
行
な
っ
て

い
る
。
固
定
資
産
税
の

減
額
に
つ
い
て
は
、
県

内
市
町
の
動
向
を
見
て

検
討
す
る
。

原　　直弘 議員

合
同
会
社
の
設
立
準
備
中

イ
オ
ン
跡
地
再
開
発
の

進
捗
状
況
は

除
去
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

を
調
整
中

空
き
家
対
策
の
状
況
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

国
の
事
業
を
活
用
し
実
施
す
る

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の

法
面
崩
壊
の
復
旧
は
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今
年
は
４
年
に
一
度
の
町
長
選
挙
を
迎

え
、
新
し
い
４
年
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

た
ち
議
員
は
誰
が
町
長
に
な
っ
て
も
、
議
員

の
職
責
で
あ
る
行
政
執
行
機
関
及
び
機
能
を

監
視
す
る
こ
と
で
町
の
運
営
を
適
性
化
す
る

重
要
な
役
割
を
負
っ
て
い
ま
す
。
行
政
執
行

権
の
透
明
性
、
公
平
公
正
さ
を
求
め
続
け
、

議
会
の
立
場
か
ら
わ
か
り
易
い
町
政
を
町
民

の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
所

存
で
す
。
私
た
ち
議
員
の
任
期
も
残
り
２
年

を
切
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
自
分
た
ち
の
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
皆
様
、
叱
咤
激
励
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
大
川
徹
）
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行事への参加� １月～３月
　新型コロナウイルス感染症の影響により、
行事への参加はありません。

　私達、上峰手話サークルは、約20年前、上峰小学校PTAの企画の手話講習会をきっか
けに発足しました。
　聴覚障害者の方々や手話の先生のご指導を受け、手話の勉強をしてきました。過去に
は参加人数３名、という存続の危機もありましたが、なんとかマイペースに続けてこら
れました。現在は約12名の会員で、にぎやかに勉強しています。最近では、隣町の中原
手話勉強会とも連携をとりながら活動しています。
　勉強会以外の活動としては、ろう者の方が外出する時（病院、役場、職場など）手話
通訳として同行しています。
　中原の方々と一緒に研修会へ出かけたり、冬にはクリスマス会、３月にはお疲れ様会
など年間を通じて楽しく活動しています。
　最近ではテレビでも手話通訳の場面をよく目にするようになりました。手話に興味の
ある方は、ぜひ遊びに来て下さい。手話の勉強会は毎週金曜日夜８時から９時、町民セ
ンターにて開催しています（天候や諸事
情により休止することがありますので、
来られる時はご一報願います）。
　連絡先：片渕久美子
　TEL：090-8354-84７0

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、６月11日（金）
から６月18日（金）までを予定してい
ます。
　一般質問は６月14日（月）及び15日
（火）の予定です。詳しい日程は町ホー
ムページでご確認ください。

「上峰手話サークル」
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